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災害緊急情報を配信
函館市ANSINメール

消防や災害など緊急性の高い安心安全情報や市政情報を
電子メールで配信しています。右のQRコードから配信
の登録ができますのでご利用ください。

次は何する？楽しい遊びにみんながスマイル
　２月７日、サン・リフレ函館で乳幼児を対象とした「子育てネットらんど　ワイワイたのしく親子ＤＥスマイル」が
開催されました。会場には、こまやけん玉などの昔遊びや絵本、おもちゃの手作り体験などさまざまなコーナーが設け
られたほか、音楽に合わせて体を動かすミニイベントも行われ、
たくさんの親子連れが楽しんでいました。

◆今月の主な内容◆
28年度市政執行方針……………………２～４P

2016年3月26日

kouhou
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市長　工 藤　壽 樹

　

本
年
3
月
26
日
、
い
よ
い
よ
待

望
の
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
ま

す
。
私
は
、
こ
の
好
機
を
逃
す
こ

と
な
く
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

市
政
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
経

済
の
再
生
」
と
「
人
口
減
少
対
策
」

に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
幹
線
の
開
業
は
、
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

本
年
を
、
こ
の
ま
ち
に
と
っ
て
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
「
飛
躍

の
年
」
と
位
置
づ
け
、
新
幹
線
開

業
後
の
ま
ち
づ
く
り
、
人
口
減
少

時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

将
来
に
わ
た
り
活
気
と
に
ぎ
わ
い

に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

市
政
の
将
来
像
と
テ
ー
マ

　

私
は
、「
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
、

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
、
訪
れ
た
く

な
る
美
し
い
ま
ち
、
住
む
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
引
き

続
き
、

●
交
流
人
口
の
拡
大

●
若
者
の
雇
用
創
出
　

●
少
子
化
対
策

●
高
齢
者
の
安
全
・
安
心

の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
要
施
策
の
推
進

１　

函
館
の
経
済
を

　
　

元
気
に
し
ま
す

　

よ
り
多
く
の
人
に
こ
の
ま
ち
を

訪
れ
、
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
新
幹
線
開
業
を
記
念
し
た

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
展
開
し
、
本
市
の
魅
力

を
広
く
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
本
市
で
初
め

て
と
な
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ほ

か
、
新
幹
線
開
業
に
あ
わ
せ
、
食

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
は
こ
だ
て
グ
ル
メ
ガ
ー
デ
ン
」

や
「
函
館
ま
ち
ご
ち
フ
ェ
ア
」
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

観
光
客
の
誘
致
で
は
、
東
北
地

方
な
ど
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
台
湾
・
中
国
へ
の
ト
ッ
プ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
海
外
の

旅
行
関
係
者
の
招
へ
い
や
海
外
向

け
観
光
Ｐ
Ｒ
用
映
像
素
材
の
作
成

な
ど
、取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
天
津
市
と
の
友
好
交
流

都
市
提
携
15
周
年
と
高
陽
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
5
周
年
を
記
念
し

た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
函
館
ア
リ
ー
ナ
や
函

館
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
な
ど
を

活
用
し
た
各
種
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
等
の
誘

致
活
動
を
強
化
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

地
場
産
業
の
活
性
化
で
は
、
新

幹
線
開
業
効
果
を
産
業
全
体
へ
と

波
及
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　

一
次
産
業
で
は
、
農
水
産
物
の

高
付
加
価
値
化
や
他
産
地
と
の
差

別
化
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
、

水
産
業
で
は
、
漁
港
・
漁
場
の
整

備
や
各
研
究
機
関
と
連
携
し
た
沿

岸
漁
業
の
振
興
を
図
る
ほ
か
、
農

業
で
は
、
農
地
の
整
備
な
ど
生
産

基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

二
次
お
よ
び
三
次
産
業
で
は
、

物
産
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る

「
函
館
・
道
南
フ
ェ
ア
」
や
新
幹

線
で
結
ば
れ
る
鹿
児
島
市
と
の
共

同
に
よ
る
物
産
展
、
函
館
ア
リ
ー

ナ
で
の
大
商
談
会
や
全
国
規
模
の

パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す

る
ほ
か
、中
国
の
物
産
展
で
の「
函

館
フ
ェ
ア
」
の
実
施
や
海
外
の
展

示
商
談
会
へ
の
出
展
支
援
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

新
産
業
の
創
出
と
起
業
化
支
援

で
は
、
函
館
市
国
際
水
産
・
海
洋

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

た
マ
リ
ン
Ｉ
Ｔ
の
推
進
や
函
館
地

域
産
業
振
興
財
団
と
連
携
し
た
創

業
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
若
者
の
雇
用

が
見
込
め
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど

へ
の
積
極
的
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

を
展
開
し
ま
す
。

２　

子
ど
も
た
ち
と
若
者
の

　
　

未
来
を
拓
き
ま
す

　
「
函
館
市
子
ど
も
条
例
」
を
制

定
し
、
夢
と
希
望
を
持
ち
な
が
ら

い
き
い
き
と
成
長
し
、
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

10
月
に
は
「
は
こ
だ
て
キ
ッ
ズ

プ
ラ
ザ
」
と
「
は
こ
だ
て
み
ら
い

館
」
を
函
館
駅
前
地
区
の
複
合
ビ

ル
に
開
設
す
る
ほ
か
、新
た
に「
子

育
て
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
」
を
実
施
し
、
子
育
て
世
代
の

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
住

ま
い
り
ん
ぐ
支
援
事
業
の
拡
充
や

空
き
家
の
活
用
支
援
、
市
営
住
宅

へ
の
優
先
入
居
な
ど
、
子
育
て
世

帯
の
街
な
か
へ
の
居
住
を
支
援
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
の
運
営
に
対
し
、
引
き

続
き
市
独
自
の
支
援
を
行
う
な

ど
、
教
育
・
保
育
環
境
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
学
校
経
営
を

支
援
す
る
学
校
教
育
指
導
監
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
4
月
に
開
校

す
る
五
稜
郭
中
学
校
に
お
い
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

を
導
入
す
る
ほ
か
、
学
力
向
上
の

た
め
の
非
常
勤
講
師
の
配
置
や
部

活
動
へ
の
地
域
支
援
者
の
活
用
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
の

推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
再
編
統
合
方

針
に
よ
る
、
校
舎
等
の
新
築
や
改

修
の
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
拡
充
や
学
校
の
余
裕
教
室
の
改

修
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
ほ

か
、
将
来
、
健
康
な
生
活
を
送
る

た
め
に
、
食
育
に
関
す
る
各
種
事

業
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ピ
ロ

リ
菌
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

「
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
、歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
、

訪
れ
た
く
な
る
美
し
い
ま
ち
、

住
む
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て　

　

工
藤
市
長
は
、
第
１
回
函
館
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
28
年
度
の
市
政
執
行
に
あ
た
り
、

そ
の
所
信
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。（
要
約
を
掲
載
し
ま
す
）

28 年度
市政執行方針

User004
HP

http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014021400068/
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《新》は新規事業

28年度予算の主な内容

◯北海道新幹線開業対策費	 7,306万5千円
◯	函館マラソン大会開催負担金	 3,600万円
◯国内観光プロモーション実施経費	 2,108万7千円
◯海外観光プロモーション実施経費	 2,343万2千円
◯姉妹都市交流推進費	 622万8千円
◯スポーツ合宿誘致補助金	 360万円
◯函館フットボールパーク移転改修事業費	 5,360万3千円
◯農業・漁業後継者育成対策費	 1,127万9千円
◯沿岸漁業構造改善対策事業費補助金	 8,349万円
◯水産海洋研究連携推進事業費	 340万円
◯農作物集出荷貯蔵施設整備事業費補助金	 1,333万3千円
◯《新》北海道新幹線開業記念物産展開催経費	 90万円
◯《新》函館・みなみ北海道特産食品展示商談会開催負担金	 329万円
◯《新》2016全日本パンフェスティバルin函館開催負担金	 300万円
◯《新》中国物産展参加経費	 300万円
◯《新》海外展示商談会出展補助金	 200万円
◯元気いっぱい商店街等支援交付金	 3,830万円
◯中小企業金融対策費	 93億3,461万円
◯ＩＴ技術者人材育成支援補助金	 710万円
◯ものづくり広域連携推進事業費	 360万円
◯中心市街地出店促進事業費	 690万円

◯《新》子ども条例推進事業費	 80万円
◯《新》はこだてみらい館・はこだてキッズプラザ関係経費	 1億347万6千円
◯マザーズ・サポート・ステーション事業費	 150万7千円
◯妊婦健康診査費	 1億3,019万9千円
◯産後ケア事業費	 299万4千円
◯子ども医療助成費	 5億1,223万4千円
◯ヤングファミリー住まいりんぐ支援補助金	 1,215万円
◯《新》子育て世帯空家等改修事業補助金	 500万円
◯《新》ひとり親家庭高卒認定試験合格支援事業費	 22万円
◯特定教育・保育質向上事業費（50カ所→60カ所）	 9,189万1千円
◯入学準備給付金（小・中学校）	 4,382万6千円
◯《新》コミュニティ・スクール推進事業費	 18万円
◯《新》アクティブ・ラーニング推進事業費	 500万円
◯《新》学力向上非常勤講師配置事業費	 2,229万4千円
◯《新》ＩＣＴ活用教育推進事業費	 5万3千円
◯《新》部活動地域支援者活用事業費	 330万円
◯《新》高校生海外留学事業関係経費	 400万円
◯校舎等耐震改修事業費（戸倉中学校屋内運動場）	 2,270万円
◯統合校新築事業費	 11億155万7千円
◯《新》校舎等外壁改修事業費（上湯川小・亀田中）	 1億1,500万円
◯地域放課後児童健全育成事業費（49クラブ→52クラブ）	 5億525万1千円
◯《新》学童保育施設整備事業費（2カ所）	 2,020万円
◯放課後子ども教室推進事業費（9カ所→11カ所）	 474万2千円
◯《新》若い世代のピロリ菌検査事業費	 805万4千円
◯《新》未来のＩＴ人材育成推進費	 80万円
◯《新》若者の創業支援事業調査費	 30万円
◯中心市街地事務所立地促進費	 515万2千円
◯女性の再就業支援事業費	 1,450万円

1 函館の経済を元気にします

2 子どもたちと若者の未来を拓きます

◯大間原発訴訟関係経費	 609万8千円
◯防災対策経費	 4,466万7千円
◯福祉コミュニティエリア整備推進費および関連事業費	3億8,230万2千円
◯高齢者・障がい者にやさしい道づくり事業費	 2,000万円
◯《新》「ふらっとＤａｉｍｏｎ」運営業務委託経費	 3,091万5千円

3 市民の安全・安心を守ります

　

若
者
の
就
労
支
援
で
は
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
や
関
係
機
関
と
連

携
し
た
創
業
支
援
に
取
り
組
む
ほ

か
、
女
性
の
再
就
業
を
支
援
す
る

実
践
的
な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
が
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
で
き
る
交
流
の
場
と
し

て「
函
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」

を
本
町
地
区
の
複
合
ビ
ル
に
整
備

し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
看
護
系
大
学
な
ど

医
療
従
事
者
養
成
機
関
の
設
置
可

能
性
の
調
査
を
進
め
ま
す
。

３　

市
民
の
安
全
・
安
心
を

　
　

守
り
ま
す

　

大
間
原
子
力
発
電
所
の
建
設
差

止
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
不
退
転
の
覚
悟
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
施
策
で
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
や
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

の
拡
充
の
ほ
か
、
日
吉
町
4
丁
目

の
市
営
住
宅
団
地
跡
地
で
の
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、駅
前
・
大
門
地
区
に
「
ふ

ら
っ
と
Ｄ
ａ
ｉ
ｍ
ｏ
ｎ
」
を
オ
ー

プ
ン
し
、
高
齢
者
な
ど
の
交
流
・

憩
い
の
場
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
対
象
大
学
を
開
講

し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
は
こ
だ

て
療
育
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強
化
や
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
に
係
る

一
元
的
な
役
割
を
担
う
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

低
所
得
者
援
護
対
策
で
は
、
生

活
困
窮
世
帯
の
就
労
支
援
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
民
健
康

保
険
事
業
で
は
、
前
年
度
に
引
き

下
げ
た
保
険
料
額
を
据
え
置
き
、

引
き
続
き
加
入
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
な
ど
の
耐
震
化
で

は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
改
修
や
戸

倉
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
改
築
の

設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
民
間
大

規
模
建
築
物
の
耐
震
改
修
工
事
費

用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

空
き
家
等
の
対
策
で
は
、
重
点

対
象
地
区
の
空
き
家
の
解
消
な
ど

を
促
進
す
る
た
め
、
解
体
工
事
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
民
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
で
は
、
町
会
に
対
す
る
交
付
金

の
対
象
世
帯
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

4
月
に
「
戸
井
西
部
総
合
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

４　

ま
ち
の
魅
力
を
さ
ら
に

　
　

高
め
ま
す

　

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
長
期
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ち
全
体

が
公
園
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う

な
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
め
ざ

し
、「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
函
館
」

構
想
を
策
定
し
、
中
臨
港
通
や
末

広
地
区
の
緑
地
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

中
心
市
街
地
で
は
、
函
館
駅
前

地
区
と
本
町
地
区
の
複
合
ビ
ル
の

完
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
公

共
施
設
の
整
備
を
進
め
、
本
町
地

区
の
函
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

に
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｙ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

レ
リ
ー
フ
と
か
ら
く
り
時
計
を
整

備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
函
館
駅
前
通
の
電
線
類

の
地
中
化
の
促
進
や
歩
道
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
魅
力
あ
る
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
や
安
全
で
快
適
な

電
車
停
留
場
の
整
備
の
ほ
か
、
駅

前
市
有
地
で
の
民
間
活
力
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
歴
史
的
町
並
み
の
保

存
に
努
め
、
歴
史
的
建
造
物
の
耐

震
改
修
を
支
援
す
る
ほ
か
、
史
跡
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◯市街地再開発ビル公共施設予定床取得費	 4億3,814万4千円
◯《新》函館コミュニティプラザ公共施設予定床取得費	 10億922万2千円
◯函館コミュニティプラザ整備事業費	 3,000万円
◯函館コミュニティプラザシンボルアート整備費	 6,636万1千円
◯《新》グリーンプラザ整備事業費	 500万円
◯電車停留場整備事業費	 4,760万円
◯函館駅前通整備関係経費	 4,883万8千円
◯函館駅前若松地区市街地再開発事業費	 4億149万4千円
◯函館本町地区優良建築物等整備事業費	 5億4,080万円
◯特別史跡五稜郭跡環境整備事業費	 4,500万円
◯重要文化財旧函館区公会堂保存修理事業費	 812万円
◯史跡垣ノ島遺跡整備事業費（南茅部）	 2,340万円
◯《新》第51回全国史跡整備市町村協議会大会開催負担金	 200万円
◯《新》旧ロシア領事館改修等調査費	 603万8千円
◯公園等整備費	 1億6,040万円
◯観光客受入環境整備経費（Ｗi-Ｆi環境拡大促進経費ほか）	4,065万円
◯港まつり開催負担金（ディズニーシー15周年パレードの実施）	 2,540万円
◯函館駅前花いっぱい業務委託料（実施期間の拡大）	 1,500万2千円
◯《新》道南いさりび鉄道地域応援隊負担金	 10万円
◯道路橋梁新設改良費（《新》中臨港通整備ほか）	 19億7,600万円
◯街路整備事業費	 8億7,990万円
◯港湾施設整備費（《新》末広地区緑地整備ほか）	 9億5,040万円
◯函館港利用促進関係経費	 3,161万3千円
◯函館空港整備事業費負担金（用地造成、滑走路改良など）	 8,490万円
◯《新》路線バス乗換施設整備費	 320万円
◯《新》交通系ＩＣカードシステム整備費補助金	 1億3,747万3千円
◯景観形成指定建築物等保全事業補助金（《新》耐震改修を補助対象に追加）	 1,238万2千円
◯伝統的建造物群保存地区保存事業費（《新》耐震改修を補助対象に追加）	2,600万円
◯《新》指定建造物等活用支援事業補助金	 600万円
◯《新》ＩＴ人材確保セミナー開催経費	 120万円
◯ＩＪＵターン事業推進費（《新》就職ポータルサイト構築ほか）	 367万円
◯総合計画策定費	 650万円
◯《新》立地適正化計画策定経費	 1,250万円

◯《新》亀田地区統合施設整備費	 4,116万2千円
◯道南ドクターヘリ運航経費	 845万2千円
◯青函圏観光都市会議負担金（青函圏周遊博の開催）	 725万円
◯《新》道南周遊ルート構築関係経費	 320万円

4 まちの魅力をさらに高めます

5 行財政改革と広域連携の強化に努めます

◯《新》椴法華地区混合型介護付有料老人ホーム運営費補助金	 2,952万円
◯《新》軽度中等度難聴児補聴器購入等助成費	 79万8千円
◯《新》成年後見センター運営経費	 1,862万4千円
◯《新》年金生活者等支援臨時福祉給付金	 1億5,504万9千円
◯国民健康保険事業（1人当たり平均保険料据え置き）	380億1,289万3千円
◯定期予防接種費（《新》日本脳炎ほか）	 5億4,178万1千円
◯《新》公衆浴場経営安定化事業補助金	 227万円
◯市営住宅改修事業費	 3億5,965万2千円
◯本庁舎耐震改修事業費	 1,640万円
◯特定建築物耐震化支援事業費（《新》耐震改修工事ほか）	4億9,291万9千円
◯《新》空家等活用促進補助金	 600万円
◯交通事業建設改良費（《新》交通系ＩＣカードシステム整備ほか）	 4億9,296万6千円
◯上水道整備事業費	 18億6,134万6千円
◯河川改修事業費	 3億6,810万円
◯消防施設整備費（はしご付消防自動車ほか）	 3億1,400万円
◯新廃棄物処理システム構築関係経費	 2,116万5千円
◯下水道整備事業費	 16億3,764万2千円
◯生活排水対策費	 2,097万4千円
◯町会交付金（算定基礎世帯の対象拡大）	 6,976万8千円
◯町会会館建設費補助金（8館）	 2,167万2千円
◯町会備品設備整備費補助金（11団体）	 188万8千円
◯街路灯設置費補助金	 9,279万6千円
◯街路灯電灯料補助金	 9,351万1千円

垣
ノ
島
遺
跡
の
整
備
に
向
け
た
設

計
等
を
行
う
と
と
も
に
、
縄
文
遺

跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
お
も
て
な
し
や
観
光
案
内
の

充
実
な
ど
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
函
館

駅
前
広
場
の
花
壇
や
冬
季
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
充
実
、

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
の
ほ

か
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
15
周

年
を
記
念
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

　

交
通
網
の
充
実
と
し
て
、
高
速

道
路
網
で
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
や
函
館
・
江
差
自
動
車
道
、

函
館
新
外
環
状
道
路
の
着
実
な
整

備
と
松
前
半
島
道
路
の
事
業
化
を

国
に
要
望
す
る
ほ
か
、
鉄
道
輸
送

で
は
、
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
の
利

用
を
関
係
市
町
と
と
も
に
促
進
し

ま
す
。

　

港
湾
機
能
で
は
、
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
を
強
化
し
、
大
型
旅
客
船
ふ

頭
の
整
備
に
向
け
引
き
続
き
国
に

要
望
し
ま
す
。

　

航
空
路
線
網
で
は
、
国
内
既
存

路
線
の
維
持
・
充
実
や
国
際
航
空

路
線
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
再
編
で
は
、
路
線

バ
ス
乗
換
施
設
の
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
市
電
へ
の
導
入
や
函

館
バ
ス
へ
の
導
入
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
首
都
圏
で
の
移
住

相
談
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
Ｉ
Ｔ

技
術
者
へ
の
就
職
相
談
会
の
実

施
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
な

ど
に
よ
り
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進

し
ま
す
。　

　

ま
た
、
計
画
的
な
行
政
運
営
を

図
る
総
合
計
画
で
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
10
年
間
の
基
本
構
想
を
策

定
す
る
ほ
か
、
都
市
機
能
や
居
住

機
能
の
適
正
な
立
地
誘
導
を
進
め

る
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

５　

�

行
財
政
改
革
と
広
域
連
携

の
強
化
に
努
め
ま
す

　

こ
れ
ま
で
財
政
再
建
に
大
胆
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
平
成

26
年
度
か
ら
3
年
連
続
で
財
源
調

整
の
た
め
の
基
金
に
頼
ら
な
い
収

支
均
衡
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
人
口
減

少
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し

て
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
い
、
亀
田
地
区
の
老
朽
施

設
を
統
合
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
病
院

事
業
の
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

広
域
連
携
で
は
、
青
森
市
、
弘

前
市
、
八
戸
市
と
函
館
市
の
4
市

で
設
立
し
た
「
青
函
圏
観
光
都
市

会
議
」
に
よ
る
都
市
間
連
携
を
進

め
、
青
函
圏
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
「
青
函
圏
周
遊
博
」
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
道
内
の
関
係
市

や
Ｊ
Ｒ
な
ど
と
連
携
し
道
内
周
遊

ル
ー
ト
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
、
こ
の
ま
ち
が

持
つ
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、

新
た
な
魅
力
を
加
え
な
が
ら
、
ま

ち
を
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
1
位
の
魅
力
を
だ
れ
も
が

実
感
で
き
、
住
ん
で
い
る
人
も
、

訪
れ
る
人
も
、
だ
れ
も
が
こ
の
ま

ち
で
過
ご
す
時
間
を
幸
せ
に
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
私
は
、

過
去
や
前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
勇
気
と
気
概
を
持
っ
て
、

新
た
な
道
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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28
年
度
予
算
案
決
ま
る

総
額
は
約
２
６
９
６
億
円

市
の
28
年
度
の
予
算
案
が
決
ま
り
、
開
会
中
の
市
議
会
定
例
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

（注）病院事業の累積財源過不足額は健全化法の資金過不足額を用いて算出。

(単位：万円　△は減）(単位：万円　△は減） ■28年度　企業会計予算案■28年度　特別会計予算案
会計区分 収益的

収　支
資本的
収　支

純利益
純損失

累積財源
過不足額

一 般 会 計
からの繰入

水道事業
収入 49億5,300 17億 600

2億5,300 23億5,500 1億2,900
支出 45億8,000 32億9,300

公共下水道                        
事 業

収入 79億1,000 32億6,300
9億1,400 18億7,600 16億9,900

支出 69億2,200 57億9,200

交通事業
収入 13億9,800 5億6,600

△7,200 1億8,600 3億7,600
支出 14億5,000 7億

病院事業
収入 211億3,400 10億3,000

400 △19億8,300 25億8,800
支出 211億3,200 19億 900

合 計
収入 353億9,500 65億6,500

10億9,900 24億3,400 47億9,200
支出 340億8,400 116億9,400

区　　分 金　　額 27年度6月補正後予算額に比べ
増  減  額 増減率（％）

港    湾    事    業 34億3,700 △3億 700 △ 8.2

国 民 健 康 保 険 事 業 380億1,300 △16億3,100 △ 4.1

自 転 車 競 走 事 業 150億8,800 △60億3,700 △ 28.6

奨    学    資    金 3,400 △500 △ 11.4

地 方 卸 売 市 場 事 業 4億3,400 △1,000 △ 2.3

介  護  保  険  事  業 265億2,700 3億9,400 1.5

発 電 事 業 300 △2,000 △ 85.0

母 子 父 子 寡 婦
福 祉 資 金 貸 付 事 業 1億2,900 △700 △ 4.9

後期高齢者医療事業 38億6,800 △1億1,700 △ 2.9

合　　計 875億3,300 △77億4,000 △ 8.1

詳しいことは、財政課（☎21-3526）へ
お問合せください。

　「携帯電話料金を払えなくても、通話を止められる
だけ」と安易に考えていませんか？機種代金を分割払
いにしているならば、それは借金です。
　滞納すると、信用情報機関に事故情報（いわゆるブ
ラックリスト）が登録され、後々、必要な時に
ローンが組めなくなるかもしれません！
くらし安心課借金相談窓口　☎21-3160

　平日　午前 8時45分～午後5時半

　歯周病は、歯を失う原因の第一位で、自覚症状が少
ないまま徐々に進行する病気です。歯の健康を保ち、
おいしく食べて元気に過ごすためには、働き盛りの年
齢からの歯周病予防が大切です。
　対象年齢の方に指定医療機関で受けられる無料受診
券（有効期限 3月31日）を交付してい
ます。この機会に受診してみませんか？
お問合せ　健康増進課　☎32-1545

予算総額
2,695億8,100万円
（前年比※4.5％減）

一般会計

1,362億7,000万円
（同3.0％減）

行政の基本的な事業に要す
る経費を市税などを主な財
源として経理する会計

特別会計

875億3,300万円
（同8.1％減）

事業目的を限定し、特定の
歳入を特定の事業に充てて
経理する会計

企業会計

457億 7,800万円
（同1.6％減）

独立採算による特定の事業
を経理する会計

※　27年度 6月補正後予算比

28年度一般会計予算案 ※（　）内は27年度6月補正後予算額に比べた増減率（％）

歳出合計

7,000万円
1,362億

歳入合計

7,000万円
1,362億

28年度一般会計予算案

地方交付税
334億8,800万円
24.6％（△5.9）

市税
315億4,700万円
23.1％（0.5）

民生費
525億607万円
38.5％（0.7）

職員費
172億6,460万円
12.7％（△3.7）

商工費
122億7,645万円
9.0％（10.3）

土木費
113億5,028万円
8.3％（3.0）

衛生費
87億9,022万円
6.5％（△0.4）

教育費
67億9,509万円
5.0％（△33.9）

諸支出金
56億4,904万円
4.1％（△6.8）

総務費
51億5,906万円
3.8％（△4.8）

　　　　公債費
142億8,410万円
10.5％（△1.1）

国庫支出金
290億2,404万円
21.3％（△0.8）

市債
110億5,960万円
8.1％（△16.9）

諸収入
106億7,667万円
7.8％（7.3）

道支出金
68億4,484万円
5.0％（5.8）

地方消費税交付金
55億9,300万円
4.1％（12.3）

使用料・手数料
35億2,864万円
2.6％（2.3）

繰入金
13億1,543万円
1.0％（12.8）

財産収入
 10億9,543万円 0.8％（223.3）
地方譲与税
 7億9,340万円 0.5％（3.7）
分担金・負担金
 5億1,016万円 0.4％（△37.6）
寄付金
 1億9,089万円 0.1％（△16.7）
地方特例交付金
 1億 980万円 0.1％（4.9）
繰越金
 1億円  0.1％（△95.8）
配当割交付金
 9,700万円 0.1％（76.4）
自動車取得税交付金
 9,430万円 0.1％（7.3）
利子割交付金
 6,900万円 0.1％（0.0）
株式等譲渡所得割交付金
 6,900万円 0.1％（392.9）
交通安全対策特別交付金
 4,740万円 0.0％（△1.0）
ゴルフ場利用税交付金
 1,400万円 0.0％（0.0）
国有提供施設等所在市町村助成交付金
 240万円 0.0％（0.0）

消防費
 8億1,944万円 0.6％（△22.5）
農林水産費
 7億1,969万円 0.5％（△2.3）
議会費
 4億 507万円 0.3％（△7.4）
労働費
 1億5,089万円 0.1％（32.6）
予備費
 1億円  0.1％（△89.2）

スマホ・携帯電話料金の滞納に注意！ 40歳・50歳の方の無料歯周病検診

ラックリスト）が登録され、後々、必要な時に 　対象年齢の方に指定医療機関で受けられる無料受診
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28
年
度
の
教
育
行
政
執
行
に
あ

た
り
、
函
館
市
教
育
委
員
会
と
し

て
2
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
情
報
を
提
供

し
、
市
民
の
学
習
活
動
を
支
援
す

る
「
ま
な
び
っ
と
広
場
」
や
高
齢

者
が
楽
し
み
な
が
ら
知
識
・
教
養

を
身
に
つ
け
、
仲
間
づ
く
り
を
通

し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
実

現
で
き
る
学
習
の
場
の
拡
充
を
図

る
な
ど
、
市
民
の
生
涯
学
習
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

は
、「
文
化
芸
術
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

事
業
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

「
は
こ
だ
て
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
」

や「
は
こ
だ
て
国
際
民
俗
芸
術
祭
」

な
ど
、
市
民
の
自
主
的
・
創
造
的

な
文
化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
特
別
史

跡
五
稜
郭
跡
の
堀
の
石
垣
全
体
に

係
る
診
断
調
査
を
実
施
す
る
ほ
か

重
要
文
化
財
旧
函
館
区
公
会
堂
の

耐
震
補
強
を
含
む
大
規
模
保
存
修

理
に
向
け
た
保
存
活
用
計
画
お
よ

び
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
、
関
係
自
治
体
や
地
元
関
係

団
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
一

層
進
め
る
と
と
も
に
、
史
跡
垣
ノ

島
遺
跡
の
整
備
に
向
け
た
基
本
設

計
等
を
行
い
ま
す
。

　

開
館
50
年
を
迎
え
る
博
物
館
に

お
い
て
は
、
開
館
以
来
、
半
世
紀

に
わ
た
り
収
集
さ
れ
た
貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂
に
展
示
し
、

日
本
の
博
物
館
の
発
展
に
寄
与
し

た
函
館
の
役
割
を
紹
介
す
る
企
画

展
を
開
催
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き

「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
函
館
ア
リ
ー
ナ
」
や
「
函
館
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
」
な
ど
の
既
存

施
設
を
効
果
的
に
活
用
し
、
各
種

競
技
力
の
向
上
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
努
め
る
ほ
か
、
函
館

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
設
置
し

て
い
る
ク
レ
ー
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
天
然
芝
生
化
に
よ
る
競
技

環
境
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
施
設
整
備
に
取
り
組
み
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
の
誘
致
を
よ

り
一
層
推
し
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と

連
携
を
図
り
、
各
種
競
技
大
会
や

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
公
式
戦
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
6
月
に
初
開
催
と
な
る
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向
け
て
、
引

き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を
深

め
、大
会
の
成
功
を
目
指
し
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
安
定
し
た
学
校
運
営
を

図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
学
校
経

営
を
支
援
す
る
学
校
教
育
指
導
監

を
配
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
28
年
度
に
開
校
す
る
五

稜
郭
中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
し
て
指
定
し
、
地
域

住
民
と
協
働
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援

員
や
小
学
校
外
国
語
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
に
加
え
、
新
た
に
中
学
校
の

部
活
動
指
導
員
な
ど
、
地
域
人
材

を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習

で
あ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
授
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

中
学
校
に
お
け
る
免
許
外
指
導
の

解
消
を
図
る
学
力
向
上
非
常
勤
講

師
を
配
置
し
ま
す
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
い
て
は

規
範
意
識
や
自
尊
感
情
、
他
者
へ

の
思
い
や
り
、
生
命
を
尊
重
す
る

心
な
ど
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
市

民
ぐ
る
み
で
機
運
を
高
め
る
ほ
か
、

家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
お
よ
び
迅
速
な
対
応
を
組
織

的
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
級
活
動
や
児
童
・
生

徒
会
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、
望

ま
し
い
人
間
関
係
を
育
む
力
を
高

め
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
努
め

る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
育
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

健
や
か
な
体
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
定
着

さ
せ
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
日
常
的
な
運
動
習
慣

の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

南
北
海
道
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
今
日
的
教
育
課
題
に
対

応
し
た
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、

研
究
員
に
よ
る
実
践
的
な
教
育
研

究
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

特
別
支
援
教
育
巡
回
指
導
員
や
特

別
支
援
教
育
支
援
員
を
活
用
す
る

ほ
か
、
教
育
支
援
委
員
会
の
機
能

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支

援
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
教
員
を
育
成

し
、
市
全
体
の
特
別
支
援
教
育
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
発
達
に
関
す
る
問
題

や
不
登
校
な
ど
、
多
様
な
実
態
に

応
じ
た
教
育
相
談
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
適
応
指
導
教
室
等
に
お

教育長　山本　真也

け
る
基
礎
学
力
の
補
充
や
情
緒
の

安
定
を
図
る
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
よ
り

安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る

と
と
も
に
函
館
産
農
水
産
物
の
使

用
の
一
層
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
の
安
心
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け

る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
、
よ
り
一
層
登
下
校
の
安
全
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
っ
た
学

校
安
全
を
推
進
し
ま
す
。

　

国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て
は
、

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を
拡
充
す

る
ほ
か
、
市
立
函
館
高
校
を
は
じ

め
市
内
高
校
生
の
留
学
生
派
遣
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

は
、「
函
館
市
立
小
・
中
学
校
再

編
計
画
」
に
基
づ
い
た
最
初
の
統

合
校
で
あ
る
五
稜
郭
中
学
校
を
本

年
4
月
に
開
校
し
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
再
編
案
を
一

括
提
示
し
、
早
期
の
再
編
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
函
館
高
校
に
つ
い
て
は
、

30
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
教
育
課

程
の
編
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

今
後
の
学
校
運
営
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
30
年

4
月
に
統
合
校
と
し
て
開
校
す
る

現
在
の
的
場
中
学
校
の
建
て
替
え

や
現
在
の
潮
見
中
学
校
の
改
修
を

進
め
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
約
）

豊
か
な
人
生
を
支
援
す
る

生
涯
学
習
の
充
実

子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
を

育
む
学
校
教
育
の
推
進
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　市政の各分野において、多年にわたる
貢献が認められる個人・団体に贈られ
る、「函館市市民貢献賞」の受賞者が、
次の方々に決定しました。表彰式は 3月
23日㈬に市役所で行います。

お問合せ　人事課　☎21-3667函館市市民貢献賞

地方自治功労
近江　政夫 氏
函館市函館消防団副団長などとして、防
災活動および地域住民の安全確保に大き
く貢献されました。

保健福祉功労
島　信一朗 氏
函館視覚障害者福祉協議会理事長などと
して、障がい者への理解促進や障がい者
の福祉向上に大きく貢献されました。

保健福祉功労
村瀨　幸雄 氏
函館市老人クラブ連合会会長などとし
て、高齢者の生きがいの高揚および健康
の増進に大きく貢献されました。

産業経済功労
犬亦　隆一 氏
函館割烹調理師会副会長などとして、地
域の食の品質および技術の向上・発展に
大きく貢献されました。

教育文化功労
函館豆記者交歓会（会長　若山　直 氏）
新聞作成の取材活動等を通じ、子どもた
ちに豊かな体験学習の機会を与え、青少
年の健全育成に大きく貢献されました。

産業経済功労
函館善意通訳会（会長　市根井　惠子 氏）
ボランティアで外国人向け観光ガイド等
を行うことにより、国際交流や国際観光
都市の推進に大きく貢献されました。

日時　3月26日㈯・27日㈰　
　　　10:00～20:00（27日は17:00まで）
会場　ＪＲ函館駅前特設会場 ＪＲ北海道　Ｈ５系

（ＪＲ北海道　提供）

市民活動功労
加藤　清郎 氏
函館日米協会会長などとして、ペリー生
誕地ニューポート市との親善を深め、地
域の国際交流に大きく貢献されました。

「新幹線でつながるニッポン」をテーマに、さまざまなイベントが

盛りだくさん！開業のお祝いとおもてなしの２日間！

ブルーインパルス祝賀飛行

26日㈯は夜も楽しい！

函館の人気店や地元グルメが集合！
函館ならではのおいしさで来函者の
皆さんをおもてなし。鍋料理や珈琲
の振舞いサービスも。
・はこだて食堂
・学生レストラン
・学生書道パフォーマンス

九州から東北まで、新幹線沿線地域
のご当地ラーメンやグルメが集合！
新幹線でつながる地域の魅力を体感
しよう！
・ 日本列島ラーメン選手権＆全国新
幹線沿線グルメ
・新幹線沿線観光ＰＲ

日時　3/26㈯　15:00～15:20※予定
会場　函館駅等周辺上空
※ 　飛行の際、飛行経路上の地域で
は、普段とは異なる飛行音が生じる
ものと予想されますので、ご理解を
お願いします。
※ 　天候等の理由により中止する場合
がありますので、ご了承ください。
事 前訓練飛行 3/25㈮10:15～10:50の
間の20分間（当日の天候により14:05

～14:45の間
の20分間への
変更または中
止の場合あり）
　※予定

新幹線ヒストリー映像の放映やステージイベントを
開催するほか新幹線カラ―をイメージした花火を打
ち上げ！みんなで一緒に開業をお祝いしよう！

お問合せ　新幹線開業イベントプロジェクトチーム　☎21-3628
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日時　 3月27日㈰・ 4月 3日㈰
　　　午前 8時45分～午後 5時半
場所　市役所本庁舎、亀田支所

　 4月 1日㈮は午後 7時まで本庁舎の窓口
を時間延長します。（取扱業務は右表の●）

　身分証明書や添付書類が必要な場合もあ
りますので、詳しいことは事前に担当課へ
お問合せください。

個人番号カードの受取
　 3月27日㈰と 4月 3日㈰は午後 4時ま
で、 4月 1日㈮は午後 6時までに窓口へお
越しください。

　住所異動（転入・転出・転居）に関する届出の期間
は次のとおりです。

※ 　届出時は、運転免許証や健康保険証などで本人確
認が必要です。また、カードに記載された住所を届
出の住所に修正しますので、個人番号カード・個人
番号通知カード・住基カードをご持参ください。
　 3 月25日㈮～ 4月 5日㈫の期間は大変な混雑が予
想されます。特に午前10時頃から午後 2時頃までは
混み合いますので、時間に余裕を持ってお越しくだ
さい。
お問合せ　戸籍住民課　☎21-3173

　個人番号カードの発行を希望する場合、交付申請を
した後、市から届く通知書と通知カード、本人確認書
類を持参して窓口で受け取る必要があります。手続方
法など詳しいことは、本紙 1月号をご覧いただくか、
戸籍住民課（☎21-3745～3747）にお問合せください。

配布期間　 3月11日㈮～17日㈭　
※　戸井・恵山・南茅部支所管内は本紙に折込。
お問合せ　清掃事業課　☎51-0796

　　　　　または東部 4支所の市民福祉課

　引っ越しなどによる多量のごみは一度に出さず、収
集に支障がないよう数回に分けて出してください。
　ごみをダンボール箱や指定ごみ袋以外の袋に入れ、
ごみ処理券を貼って出すことはできません。
　ダンボール・雑誌・新聞紙は、町会等の集団資源回
収に出してください。
■多量ごみの処理
　 　ご自身で処理施設に直接搬入するか、収集運搬許
可業者（紹介先＝函館清掃事業協同組合☎54-3565）
に処理を依頼してください。　　
■粗大ごみのお申込み
　 　粗大ごみの収集は申込制のため、余裕を持って清
掃事業課（☎51-5163）にお申込みください。
※ 　ごみの分け方・出し方は各家庭に配布している
「市民生活のしおり2015年版」をご覧ください。
お問合せ　清掃事業課　☎51-0796

■取扱業務・お問合せ

転入届・転出届などの

臨時窓口を開設

3月・4月の
異動シーズンにあわせ

届けの受付

●

住所異動届（転入（住基・個人番号カー
ドによる転入を除く）・転出・転居届等）

☎21-3173 戸籍住民課印鑑登録申請
戸籍に関する届出（出生・婚姻・離婚等）

○ 住居表示に関する届【本庁舎のみ】 ☎21-3121

●
国民年金の加入・免除等に関する手続き ☎21-3159

国保年金課国民健康保険に関する手続き ☎21-3150

後期高齢者医療制度に関する手続き ☎21-3184

異動の手続き
● 介護保険被保険者証 ☎21-3025 高齢福祉課

●
精神障害者保健福祉手帳【本庁舎のみ】 ☎21-3077

障がい保健福祉課身体障害者手帳・療育手帳 ☎21-3264

医療助成（重度心身障害者） ☎21-3187

● 医療助成（子ども・ひとり親家庭等） ☎21-3181 子育て支援課児童手当・児童扶養手当 ☎21-3267

証明書等の交付

●

戸籍・住民票（広域交付を除く）・
印鑑登録・個人番号カード

☎21-3168 戸籍住民課母子手帳・出稼労働者手帳
転入学指定書（指定外校への就学希望を除く）
特別永住者証明書【本庁舎のみ】 ☎21-3173

● 納付確認書（国保・後期高齢者） ☎21-3154 国保年金課
○ 税務証明書（所得証明・納税証明など） ☎21-3206 税務室市民税担当
保険料の納付・相談
● 国保・後期高齢者医療制度【本庁舎のみ】 ☎21-3153 国保年金課

住所異動届はお早めに

個人番号カードの交付 28年 4月～29年 3月の収集日を掲載

ごみ収集日カレンダーの配布

引っ越しごみ等の処理

・転入届　 他の市区町村から函館市に移ってきた日
から14日以内

・転出届　函館市から他の市区町村へ移る前
・転居届　市内で引っ越しをしてから14日以内
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①高齢者（70歳以上）

　27年度中に助成券の交付を受けた方には28年度分の
助成券を 4月初めまでに送付します。
　新たに70歳となった方や転入した方は、健康保険証
などの身分証明と印鑑（シャチハタ不可）を持参し、
申請してください。
お 申込み　高齢福祉課、各支所
　（手続き等の問合せ先は地域福祉課☎21-3022）

②戦傷病者

　戦傷病者手帳をお持ちの方に申請書を 3月中に送付
します。必要事項を記入し、手帳、印鑑（シャチハタ
不可）、27年度中に交付を受けた使用済乗車カードを
持参し、申請してください。
　身体障害者手帳をお持ちの方は「障がい者」の対象
となります。手続方法は③をご覧ください。
お申込み　保健福祉部管理課（☎21-3255）

③身体・知的障がい者

　上限まで乗車カードを使い終えた方の28年度分の乗
車カードを 4月 1日㈮から交付します。身体障害者手
帳または療育手帳、印鑑（シャチハタ不可）、使用済
乗車カードをご持参ください。
お申込み　障がい保健福祉課（☎21-3263）、各支所

④精神障がい者

　28年度分の引換券（助成券）の申請を 3月28日㈪か
ら受付します。精神障害者保健福祉手帳、印鑑（シャ
チハタ不可）をご持参ください。乗車カードが残って
いる方は混雑を避け 4月以降に申請ください。
お申込み　障がい保健福祉課（☎21-3077）、
　　　　　東部 4支所

　廃棄物の処理に必要となる経費を排出者に適切に負
担していただくため、 4月 1日㈮から、次のとおり一
般廃棄物と産業廃棄物の処理に係る手数料・使用料の
改定を行います。
　ご理解とご協力をお願いします。
※ 　なお、市が収集する場合のごみ・し尿処理手数料
は変更ありません。

※　各表の額に消費税等相当額が加算されます。

お問合せ　環境総務課　☎56-6684

■一般廃棄物処理手数料

■産業廃棄物の処理に係る使用料

※ 　②～④は新カードの交付に使用済乗車カード
が必要ですので捨てずに保管してください。
※ 　お手持ちの乗車カードは4月以降も利用でき
ます。

電車・バス乗車料金の助成 廃棄物の処理料金が変わります

区　分 現行 改定後 備　考

事
業
所

焼却処分
手 数 料 100kg

までごとに

320円

10kg

までごとに

52円※1

※ 1 　29年 4 月
からは73円、
30年 4 月から
は94円。埋立処分

手 数 料

一
般
家
庭

焼却処分
手 数 料 100kg

までごとに

240円

10kg

までごとに

24円埋立処分
手 数 料

区　分 現行 改定後 備　考

焼却工場
使 用 料

①②の合計額 ※ 2 　29年 4 月
からは132円、
30年 4 月から
は141円。

①100kg

　までごとに
　1,140円

①10kg

までごとに
123円※2

②10kgにつき
　10円として
　算定した額
　×124/1,080

②同左

埋立処分場
使 用 料

100kg

までごとに

690円

10kg

までごとに

100円※3

※ 3 　29年 4 月
からは132円、
30年 4 月から
は163円。
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市民の子弟で、修学困難な学生・生徒に、奨学金をお貸し
します。詳しいことはお問合せください。
申請書交付　 3月 1日㈫～15日㈫
申請受付　 3月31日㈭まで
※　次の要件をすべて満たす連帯保証人が 2人必要。

　  ▽市内に居住している ▽独立の生計を営み奨学金の返済
能力がある ▽市税の滞納なし ▽函館市奨学金・入学準備
金の返還を怠っていない
貸 付額（月額）　 ▽大学・短大・大学院　 2万円または 3

万円から選択（私立は 4万円も選択可）

▽高等専門学校　 1万 4千円

▽高校　（国公立） 1万円、（私立） 1万 4千円

▽  専修学校　（専門課程） 2万円または 3万円から選択、
（高等課程） 1万円

母子家庭の大学生に奨学金を支給します。
なお、所得・成績などの制限があります。
支給額（年額）　大学　12万円　※一世帯一人
募集受付　 3月12日～ 4月10日の土・日曜日のみ
　　　　　（午前10時～午後 4時）
お申込み　函館市母子寡婦福祉会　☎26-4560

　　　　　(若松町33番 6号　あいよる21内)

道南在住者の子弟で、経済的な理由により修学が困難な
学生・生徒に、奨学金をお貸しします。
貸付額（月額）

▽大学・大学院　 2万 5千円
▽専門学校・専修学校・短大　 2万円

▽高校　 1万 5千円
募集受付　 4月 1日㈮～ 5月31日㈫
申 込方法　所定の用紙に記入し、必要書類を添付のう
え、在学する学校を通じて申込み。
お問合せ　財団事務局　☎84-5396

　「トークカフェ」は、カフェで仲間と語り合うような気軽
な雰囲気のなか、函館の今と未来について一緒に考え・話そ
うというもので、どなたでも参加できます。
　いただいたご意見は、29年度から始まる新しい「函館市基
本構想」の策定に活用させていただきます。
日時・会場
　 3 / 6㈰　午後 2時～ 4時半　亀田福祉センター
　 3 /12㈯　午後 2時～ 4時半　地域交流まちづくりセンター
　 3 /30㈬　午後 1時半～ 4時　恵山コミュニティセンター
　 4 / 2㈯　午後 2時～ 4時半　函館アリーナ
定員　各30人（申込順）

　マイナンバーの通知カードは、戸籍住民課（☎
21-3745～3747）で受け取れます。必要書類は、
本紙 2月号をご覧いただくかお問合せください。
※ 　カードは 3月末まで市役所で保管しますが、
その後は有料（500円）での再発行となります。

団 地名（規模）・戸数　田家町（ 4 LDK・多家族世
帯向け）、旭岡（ 3 LDK・一般世帯向け）各 1戸
※　単身の方は申込みできません。
募集期間　 2月29日㈪～ 3月 4日㈮
申込受付場所　住宅都市施設公社（☎40-3602）
　　　　　　　午前 8時45分～午後 5時半
公開抽選　 3月 8日㈫　午後 2時
　　　　　亀田支所 2階会議室
◆ 公社（亀田支所 2階）階段の昇降が困難な方は

1階の臨時窓口で受付します。
◆ 申込に必要な書類等は募集案内をご覧ください。
申込には印鑑が必要です。

申 込締切　各開催日の 2 日前まで
お申込み　企画部新計画策定
　　　　　担当　☎21-3821

詳細は、市役所 1階・各支所等
でチラシを配付しているほか、
市のＨＰにも掲載しています。

申請書交付　 3月 1日㈫～ 9日㈬
申請受付　 3月10日㈭～22日㈫
支給額（年額）　大学・大学院　24万円
お申込み　子ども企画課　☎21-3288

　　　　　東部 4支所の市民福祉課

函館市奨学生 函館市母子寡婦福祉会

一般財団法人小笠原アカデミー教育振興財団

函館市特別奨学生

※書類審査あり

奨学金・育英金制度のご案内

※書類・面接・論文審査あり

「学びたい気持ち」を応援！

～みんなで話そう、函館の今・未来～
はこだて トークカフェ

市役所へ返戻された
通知カードの受取

道営住宅の入居者募集
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個
人
市
・
道
民
税
の
申
告
受
付

　
日
程
表
の
と
お
り
3
月
15
日
㈫

ま
で
受
付
し
ま
す
。
受
付
期
間
中

は
、
各
会
場
以
外
で
の
申
告
受
付

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■ 

こ
の
申
告
ま
た
は
確
定
申
告
を

3
月
15
日
㈫
ま
で
に
終
え
な
い

と
き
は
、
5
〜
6
月
発
送
の
市
・

道
民
税
の
通
知
に
反
映
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
印
鑑

② 

源
泉
徴
収
票
、
営
業
・
不
動
産

収
入
の
あ
る
方
は
収
支
計
算
書

③ 

国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
支

払
額
の
わ
か
る
も
の
・
領
収
書

④ 

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

ま
た
は
領
収
書

⑤ 

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
地
震
保
険
料
、
18
年
末
ま

で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険

料
の
控
除
証
明
書

⑥ 

障
害
者
手
帳
ま
た
は
市
が
発
行

す
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
⑦ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
医

療
費
の
領
収
書
（
あ
ら
か
じ
め

受
診
者
・
病
院
・
薬
局
ご
と
に

集
計
し
て
く
だ
さ
い
）

　
申
告
時
に
必
要
な
も
の

■市・道民税申告会場一覧
＜本庁・湯川・亀田・銭亀沢支所管内＞ ＜東部 4 支所管内＞

月日
対象町名

申告会場
午前（9:30～12:00） 午後（13:00～15:30）

3/ 1㈫ 本通1～2 本通3～4、桔梗

亀田福祉
センター

3/ 2㈬ 美原5、陣川 桔梗1～4

3/ 3㈭ 桔梗5、鍛治1～2 中道1～2

3/ 4㈮ 昭和1～3 昭和4、赤川1

3/ 7㈪ 鱒川、寅沢、三森、紅葉山、
庵原、亀尾、日吉1～2、上野

米原、東畑、鉄山、蛾眉野、
鈴蘭丘、銅山、日吉3～4 市民会館

（3階）
3/ 8㈫ 西旭岡1～3、旭岡、滝沢 深堀、駒場、広野

3/ 9㈬ 八幡、堀川、宇賀浦、高盛、
日乃出 的場、時任、杉並、本、梁川

市役所
本庁舎
（8階）

3/10㈭ 五稜郭、柳、松陰、人見、
金堀、乃木 柏木、川原、昭和、亀田港

3/11㈮
指定区なし 指定区なし3/14㈪

3/15㈫

月日 時間 対象町名 申告会場

3/1㈫～
15㈫※

9:30～16:00 指定区なし（戸井支所管内） 戸井支所　
9:30～16:00 指定区なし（恵山支所管内） 恵山支所　
9:30～16:00 指定区なし（椴法華支所管内） 椴法華支所
9:30～16:00 指定区なし（南茅部支所管内） 南茅部支所

お問合せ
●本庁・湯川・亀田・銭亀沢支所管内
　税務室市民税担当　☎21-3213、3211、3212

●東部4支所管内…各支所の市民福祉課
　戸井支所　　☎82-2112　恵山支所　　☎85-2335

　椴法華支所　☎86-2111　南茅部支所　☎25-6039

27年分の各税の相談・申告・納付の期間
■所得税および復興特別所得税
　 ▽現金納付の納期限　 3月15日㈫まで
　 ▽振替納税の振替日　 4月20日㈬
■消費税および地方消費税
　 ▽現金納付の納期限　 3月31日㈭まで
　 ▽振替納税の振替日　 4月25日㈪
■贈与税　 ▽現金納付の納期限　 3月15日㈫まで

　案と意見応募用紙は、住宅課、市役所 1階ｉ
スペース、各支所で配布するほか、市のＨＰに
掲載します。

函館市空家等対策計画（素案）
　空家等に関する施策を総合的かつ計画的に推
進し、防災・衛生・景観など地域住民の生活環
境を守るための計画です。
公募期間　 3月 1日㈫～30日㈬【必着】
お問合せ　住宅課　☎21-3358お問合せ　函館税務署　☎31-3171

※土・日曜日は除く

申告書は自分で作成して、早めに提出を
復興特別所得税の記載漏れにご注意ください

函館税務署からのお知らせ 市民の皆さんの意見を公募
パブリックコメント手続き
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講座・教室案内 は「まなびっと広場」選択科目です。

▢休は施設の休館日です。
●あいよる21＝総合福祉センター（22-6262・若松町33-6）

●ふるる函館＝青少年研修センター（23-5961・谷地頭町5-14）

講座・教室名 日時・会場 対　象 定員 費用 申込み・問合せ（☎）など

婚活初心者向け講座
「はじめてのコンカツ体験レッスンティーパーティ」

3月26日　午後1時半～4時
●サン・リフレ函館

独身の男女
各10人

（申込順）
無料

電話、FAX、HPで北海道コンカツ情報コンシェル
（011-252-1122思011-252-8112HPhttp://hokkaido-kic.com）

ハーブとアロマのある暮らし
アロマテラピー・プチサロン

4月22日　午後6時半～8時半
●女性センター

市内在住・在勤
の男女

20人
(申込順)

教材費
800円

3月15日午前10時から
電話または直接申込み

女性センター (23-4188)
※託児要予約(6カ月～未就学)

母子・父子福祉センター
「歌謡教室」

4月～6月の火曜日(全12回)午後5時半
～7時半　●あいよる21

母子・父子家庭
の親または寡婦
の方

20人
(申込順)

無料
3月4日午前9時から
電話申込み

母子・父子福祉センター
(あいよる21内・27-8047)
※託児要予約

母子・父子福祉センター
「簿記教室」

4月6日～6月9日の火・水・木曜日※5月31日休み
(全25回)午後6時半～8時半　●あいよる21

10人
(申込順)

教材費
実費

母子・父子福祉センター
「リズム体操教室」

4月～10月の第1・3木曜日※7月は休み（全
12回)午後6時半～8時半　●あいよる21

20人
(申込順)

無料

3月10日午前9時から
電話申込み

母子・父子福祉センター
「リラックスヨガ教室」

4月～3月の第1・3水曜日※5月・8月・1月は第4水
曜(全24回)午後6時半～8時　●あいよる21

25人
(申込順)

3月8日午前9時から
電話申込み

母子・父子福祉センター
「デコレーション弁当教室」

4月～3月の第2水曜日(全10回)午後6
時半～8時半　●あいよる21

母子・父子家庭
の親子または寡
婦の方

15人
(申込順)

3月10日午前9時から
電話申込み

母子・父子福祉センター
「書道教室（午後）」

4月～3月の第2土曜日※8月は第4、10月は第1
土曜(全12回)午後1時～3時　●あいよる21

各25人
(申込順)

教材費
実費

3月11日午前9時から
電話申込み母子・父子福祉センター

「書道教室（夜間）」
4月～3月の第4火曜日(全12回)午後6
時半～8時半　●あいよる21

母子・父子福祉センター
「パン・お菓子教室」

4月～3月の第3金曜日※8月は第4、2月・3月は第2金
曜(全12回)午後6時半～8時半　●あいよる21

3月15日午前9時から
電話申込み

老人福祉センター各種教室
4月～3月(全12回)
●各老人福祉センター

60歳以上の市民
各20人
(申込順)

教材費
実費

3月27日までに電話で、各老人福祉センター
●湯川(57-6061)●谷地頭(22-0264)●美原(43-5666)

もの忘れカフェ
「リフレッシュ健康体操」

3月19日　【体操】午後1時半～2時【懇
談】午後2時～3時半　●あいよる21

市民 なし 無料 直接会場へ
函館認知症の人を支える会

（27-4060・木曜午前10時～午後3時）

運
　
動
　
教
　
室

初めてのエアロビクス
4月6日～5月25日の水曜日(全8回)
午前10時～11時　●健康増進センター

18歳以上の市民

各50人
(抽選)

各1,600円

3月7日・9日～13日の午前
9時～正午・午後1時～4時
半・午後5時半～8時半（13
日の受付は午後4時半まで）
に健康増進センター (総合
保健センター4階)で直接申
込み

健康増進センター
(32-1511休火曜日)
※電話申込不可
※ 1人につき、各曜日1講座

まで申込可能
※初めての参加者を優先
※ トレーニングマシーンコー

スの所要時間は2時間
※ 受講料は、当選後3月16日

～21日に納入(未納者は当
選無効)

初心者のための
健康体操教室

4月6日～5月25日の水曜日(全8回)
午後2時～3時　●健康増進センター

簡単ヨガ教室
4月8日～5月27日の金曜日(全8回)
午前10時～11時　●健康増進センター

ゆったりストレッチ教室
4月8日～5月27日の金曜日(全8回)
午後2時～3時　●健康増進センター

初心者のための
トレーニングマシーンコース

①4月6日～5月25日の水曜日(全8回)
【午前】9時15分【午後】1時15分
②4月8日～5月27日の金曜日(全8回)
【午前】9時15分【午後】1時15分
●健康増進センター

各20人
(抽選)

障害者スポーツ教室
(車椅子バスケットボール)

3月20日　午前9時半～11時半
●あいよる21

市内在住・在勤
の障がい者ほか

30人
(申込順)

無料
3月17日までに電話で、函館地区障害者スポーツ指導者協議会
(050-3479-1366)

障害者デイサービス
「視覚障害者対象水泳教室」

4月9日～7月16日の土曜日(全12回)
午前10時～正午　●あいよる21

18歳以上の視覚
障がい者

20人
(申込順)

無料※
電話か電子メールで、函館市身体障害者福祉団体連合会
(26-8156死shinsho2011@purple.plala.or.jp休月曜・祝日)
※住民税課税額等により有料となる場合あり障害者デイサービス

「肢体・内部障害者対象初級パソコン教室」
5月6日～8月12日の金曜日(全15回)
午後6時半～8時半　●あいよる21

18歳以上の肢体・
内部障がい者

12人
(申込順)

難病患者さんのための
サポート教室

3月12日　午後1時～3時
●総合保健センター

神経難病の方と
その家族

なし 無料
3月11日までに
電話申込み

保健予防課
(32-1539)

両親学級
3月11日　午後1時半～3時半
●総合保健センター

妊娠4カ月以降の初
妊婦とその夫・家族

25組
(申込順)

無料 電話申込み
母子保健課
(32-1533)

生ごみ堆肥づくり講習会
3月17日　午後2時～3時半
●中央図書館

市内在住の方
100人

（申込順）
無料

3月10日までに、電話・FAX・電子メールで講座名・住所・氏名・電話番号を環境推
進課（51-0798思51-3498死kankyoh-suishin@city.hakodate.hokkaido.jp）

就職力向上セミナー「ホンキの就職」
①1日講座②4日間セミナー

①3月11日午後1時～4時②3月7日～18日（全4回）
午前10時～午後3時半　●北海道国際交流センター

15～39歳まで
の求職者

各20人
（申込順）

無料
①3月10日②3月4日までに
電話申込み

はこだて若者サポートステー
ション（22-0325）

マンション管理基礎セミナー
3月5日　午後1時半～4時半
●サン・リフレ函館

市民 なし 無料 直接会場へ
住宅都市施設公社
(40-3601)

ちびっこ工作体験会
母の日に手作りシュシュをプレゼント

4月24日　午前10時～正午
●道南四季の杜公園

3～5歳の子と
保護者

15人
(申込順)

無料
3月24日から
電話申込み

道南四季の杜公園
(34-3888)

定期普通救命講習
3月2日・9日・16日・23日
午後1時半～4時半　●消防本部

市民
各20人
(申込順)

無料（テキスト
希望者は141円）

電話で消防本部救急課(27-0099)
※実技を行うため動きやすい服装で参加ください

ひめトレ＆やさしいヨガ
3月4日・18日　午後2時～3時
●青年センター

市内在住・在勤
の女性

各16人
（申込順）

各回
800円

電話申込み 青年センター
(51-3390休水曜日)
※親子割引あり第5回ミニ四駆競技大会

3月27日　午前9時半～午後3時半
●青年センター

市民
60人

(申込順)
1台

500円※
3月20日までに
電話または直接申込み

お気軽体操ストレッチ
前期コース

4月8日～9月2日の金曜日(全10回)
午前10時～11時　●亀田福祉センター

18歳以上の方
各70人
(申込順)

各2,000円

3月24日午前9時から
電話申込み

亀田福祉センター
(42-7023休月曜日)
※ ストレッチ・エクササイズ

両方への申込みは不可
わくわくエクササイズ

前期コース
4月8日～9月2日の金曜日(全10回)　午前
11時半～午後0時半　●亀田福祉センター

3月25日午前9時から
電話申込み

地球まるごとシリーズ
①タイ語②フランス語

①3月9日②3月16日　午後7時～8時
●ふるる函館

市民
各10人

（申込順）
各1,000円

電話または電子メールで、ふるる函館
(23-5961死info@fururu.or.jp休月曜・祝日)

函
館
市
臨
時
職
員
（
事
務
補
助
）

の
募
集
・
採
用
方
法

http://www.hakodate-josen.com/koza/
http://www.hako-youth.com/course.html
http://www.kame-fuku.com/diary/cat27/
http://fururu.or.jp/event.htm
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日
時　
3
月
8
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

会
場　
函
館
ア
リ
ー
ナ

対 

象　
2
歳
以
上
の
子
と
保
護
者

60
組
（
申
込
順
）

お
申
込
み　
各
子
育
て
サ
ロ
ン

　

▽
中
央
☎
23
・
5
6
1
7

　

▽
大
谷
港
☎
83
・
5
3
7
7

　

▽
深
堀
☎
51
・
0
0
7
7

　

▽
花
園
☎
51
・
7
3
2
1

再
生
自
転
車
・
家
具
類
の
販
売

展 

示
・
申
込
期
間　
3
月
7
日
㈪

〜
13
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
（
13
日
は
午
前
11
時
ま
で
）

販 

売
日
時　
3
月
13
日
㈰
午
前
11

時
か
ら
（
申
込
多
数
は
抽
選
）

対
象　
市
内
在
住
の
方

会 

場
・
お
問
合
せ　
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
☎
56
・
3
1
9
6

函
館
大
火
殉
難
者

　
　
　
　
　
83
回
忌
慰
霊
法
要

日
時　
3
月
21
日
㈪
午
前
9
時

　
（
受
付
は
午
前
8
時
半
か
ら
）

会
場　
函
館
大
火
慰
霊
堂

※ 　

自
由
参
拝
は
21
日
㈪
の
午
前

9
時
半
〜
午
後
3
時

お
問
合
せ　
保
健
福
祉
部
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
2
5
5

発
明
相
談
《
予
約
制
》

日
時　
3
月
16
日
㈬

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

会
場　
函
館
商
工
会
議
所

お 

申
込
み　
同
会
議
所
経
営
支
援

課
☎
23
・
1
1
8
1

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

（
無
料
の
面
接
・
電
話
相
談
）

日
時　
3
月
8
日
㈫

      

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場　
函
館
弁
護
士
会
館

　
　
　
（
上
新
川
町
1
番
3
号
）

お
問
合
せ　
函
館
弁
護
士
会

　
　
　
　

  

☎
41
・
0
2
3
2

　

公
募
要
領
等
は
企
画
部
新
計
画

策
定
担
当
（
☎
21
・
３
８
２
１
）

や
市
役
所
・
各
支
所
で
配
布
す
る

ほ
か
市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

※ 　

名
称
等
に
つ
い
て
は
条
例
改

正
を
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

公
募
人
数　
2
人
（
20
歳
以
上
）

公 

募
期
間　
3
月
1
日
㈫
〜
14
日

㈪
【
消
印
有
効
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
運
営
協
議
会
委
員

　

応
募
要
領
は
国
保
年
金
課
で
配

布
し
ま
す
。

公 

募
人
数　
道
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
5
人
（
書
類
選
考
）

任
期　
28
年
7
月
か
ら
2
年
間

公
募
期
間　
4
月
28
日
㈭
ま
で

お
問
合
せ　
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
1
8
4

募 

集　
原
則
、
採
用
予
定
月
の
前

月
15
日
（
同
日
が
土
・
日
・
祝

日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
）
に

函
館
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
を
通
じ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。

応 

募　
職
業
安
定
所
で
求
人
情
報

を
確
認
の
う
え
、
同
所
に
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数

の
場
合
は
、
途
中
で
募
集
を
打

ち
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

採 

用　
職
業
安
定
所
か
ら
紹
介
状

が
発
行
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、

採
用
予
定
部
局
が
面
接
を
行

い
、
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

お
問
合
せ　
人
事
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
6
6
7

※費用の記載がない場合は無料
※申込み方法のないものは直接会場へ

　昭和 9年 3月21日に発生した
「函館大火」は瞬間最大風速39

メートルの強風にあおられ、当
時の市街地の 3分の 2を焼き尽
くし、2,166人の尊い人命を奪いました。
　この大火を二度と繰り返さないよう、毎月
21日を「防火の日」と定めています。
　この時季は、空気が乾燥し強風が吹くなど、
火災が拡大しやすいことから、火の元・火の
取り扱いに十分注意しましょう。
お問合せ　消防本部予防課　☎22-2144

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　就学前の子とその親が相互
に交流する場として、親子あ
そびの紹介、育児相談、子育
てに関する講座等を行ってい
ます。
　詳しい活動内容などは、各子育てサロン（①
～⑪）つどいの広場（⑫⑬）にお問合せくだ
さい。
お 問合せ　①亀田港☎45-1380②美原☎62-

2020③石川☎47-6586④深堀☎51-0077⑤大
谷港☎83-5377⑥花園☎51-7321⑦中央☎
23-5617⑧鍛治さくら☎55-6647⑨赤川☎
47-6767⑩南かやべ☎25-5173（ 4月から☎
25-6677）⑪つつじ☎85-3555⑫函館短大☎
090-6697-5078⑬大森浜団地☎22-3155

※ 　①～⑥は育成サークル活動あり（ 3月募
集開始）

臨時休館
　函館博物館・郷土資料館《館内整理のため》
　　 3月25日㈮
　中央図書館・地区図書室《館内整理のため》
　　 3月31日㈭　※　中央図書館は25日㈮、
　　美原以外の図書室は18日㈮を代替開館
　函館アリーナ《器材点検のため》
　　 3月14日㈪・15日㈫
　市民プール《器材点検のため》
　　 3月 3日㈭・ 4日㈮・30日㈬・31日㈭
市民プールの使用制限
　25mプール《専用利用・清掃のため》
　　 3月29日㈫午後 3時以降

親
子
で
体
育
あ
そ
び

社会教育施設のご案内

函
館
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員

忘れないで函館大火

子育てサロン・つどいの広場

函
館
市
臨
時
職
員
（
事
務
補
助
）

の
募
集
・
採
用
方
法
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小
・
中
学
校
免
許
状
を
取
得
・

取
得
見
込
で
、
市
内
の
小
中
学
校

の
臨
時
的
任
用
教
職
員
と
し
て
採

用
を
希
望
す
る
方
の
登
録
を
受
付

し
ま
す
。（
採
用
は
欠
員
の
状
況

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。）
詳
細
は

市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

お 

申
込
み　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

で
学
校
教
育
課
（
☎
21
・
3
5

　

5
5
）
へ
。

教
育
委
員
会
の
事
業
に
関
わ
る

登
録
者
の
募
集

　

市
内
の
小
中
学
校
の
特
別
支
援

教
育
支
援
員
や
小
学
校
外
国
語
活

動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
ま
す
。

お 

問
合
せ　
▽
特
別
支
援
教
育
支

　

 

援
員
＝
南
北
海
道
教
育
セ
ン

タ
ー
☎
57
・
8
2
5
1
▽
小
学

校
外
国
語
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
＝

教
育
指
導
課
☎
21
・
3
5
5
7

高
齢
者
大
学
（
湯
川
・
青
柳
）

28
年
度
入
学
生
募
集

　

募
集
案
内
と
応
募
用
紙
は
生
涯

学
習
文
化
課
、
市
民
会
館
、
函
館

市
公
民
館
、
亀
田
公
民
館
で
配
布

し
ま
す
。

開
催
期
間　
5
月
〜
11
月

修
業
年
限　
1
年

会
場　
▽
湯
川
校　

市
民
会
館

　

▽
青
柳
校　

函
館
市
公
民
館

定
員　
60
歳
以
上
各
2
5
0
人

※　

卒
業
歴
無
の
方
優
先
で
抽
選

受 

講
料　
無
料
（
校
外
活
動
等
は

実
費
の
場
合
あ
り
）

お 

申
込
み　
封
書
に
必
要
事
項
を

明
記
し
た
応
募
用
紙
と
82
円
切

手
を
同
封
し
3
月
15
日
㈫
ま
で

に
函
館
市
公
民
館
へ
。
15
日
㈫

消
印
有
効
。
入
学
の
可
否
は
、

4
月
上
旬
に
郵
便
で
通
知
。

※ 　

両
校
を
同
時
に
受
講
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ　
函
館
市
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
22
・
3
3
2
0

～
賢
い
消
費
者
・
生
活
者
を

目
指
し
て
～
函
館
消
費
者
大
学

開
催
期
間　
5
月
〜
10
月

修
業
年
限　
4
年
（
全
40
講
座
）

会
場　
サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館

定 

員　
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方
60
人
（
抽
選
）

教
材
費　
年
間
2
5
0
0
円

お 

申
込
み　
3
月
1
日
㈫
〜
31
日

㈭
に
函
館
消
費
者
協
会
（
☎
26

　

・
2
8
8
0
）
へ
。

亀
尾
ふ
れ
あ
い
の
里
・
空
港

ふ
れ
あ
い
菜
園
の
使
用
者
募
集 

亀
尾
ふ
れ
あ
い
の
里
（
米
原
町
）

■
市
民
農
園
（
専
用
使
用
）

募
集
区
画　
若
干
数

期
間　
4
月
20
日
㈬
〜
11
月
10
日
㈭

料
金　
1
区
画
（
25
㎡
）
5
千
円

■
体
験
農
園
（
一
連
農
業
体
験
）

体 

験
作
物　
米
、
じ
ゃ
が
い
も
、

枝
豆
、
い
ち
ご
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
さ
つ
ま
い
も
、
ト
マ
ト
、

な
す
、
落
花
生
（
年
3
〜
4
回

参
加
）

料 

金　
▽
大
人
4
0
0
円
▽
小
人

（
3
歳
〜
中
学
生
）
2
0
0
円

※  　

小
人
は
市
内
在
住
・
在
学
の

場
合
は
無
料

お 

申
込
み　
3
月
31
日
㈭
ま
で
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
ト
ピ

ア
米
原
担
当
者
（
☎
0
8
0
・

9
0
0
8
・
3
8
5
9
）
へ
。

空
港
ふ
れ
あ
い
菜
園
（
高
松
町
）

■
市
民
菜
園
（
専
用
使
用
）

募
集
区
画　
若
干
数

期
間　
4
月
20
日
㈬
〜
11
月
10
日
㈭

料
金　
1
区
画
（
50
㎡
）
1
万
円

お 

申
込
み　
3
月
31
日
㈭
ま
で
の

　

平
日
午
前
8
時
〜
午
後
5
時
に

　

㈱
ア
キ
タ
担
当
者
（
☎
0
9
0

　

・
3
7
7
4
・
1
5
3
3
）
へ
。

千
代
台
公
園
庭
球
場
・
野
球
場

の
利
用
申
込
受
付

庭
球
場
4
月
一
般
利
用
分

窓 

口
受
付　
千
代
台
公
園
陸
上
競

技
場
で
3
月
20
日
㈰
か
ら
。
抽

選
は
同
日
午
前
9
時
か
ら
。

電 

話
受
付　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
☎

31
・
6
9
9
3
）
で
4
月
1
日

㈮
か
ら
。

庭
球
場
5
・
6
月
定
期
利
用
分

受
付
期
間　
3
月
1
日
㈫
〜
31
日
㈭

申
込
書
配
布
・
受
付
場
所

　

千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場

申
込
方
法　
団
体
登
録
と
希
望
曜

日
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

返
信
用
切
手（
52
円
）が
必
要

野
球
場
5
～
10
月
利
用
分

申 

込
方
法　
往
復
は
が
き
に
所
定

の
内
容
を
記
入
し
、
3
月
15
日

㈫
〜
25
日
㈮
に
千
代
台
公
園
陸

上
競
技
場
（
☎
55
・
1
9
0
0
）

へ
。
申
込
が
重
複
し
た
場
合
は

公
開
抽
選
。
詳
し
く
は
野
球
場

の
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

28
年
度
自
衛
官
等
募
集

　

試
験
日
な
ど
詳
細
は
自
衛
隊
函

館
地
方
協
力
本
部
（
☎
53
・
6
2

4
1
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

予
備
自
衛
官
補　

▽
受
験
資
格
＝

【
一
般
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

方
【
技
能
】
18
歳
以
上
で
指
定
の

国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
方

▽
応
募
期
限
＝
4
月
8
日
㈮

幹
部
候
補
生　

▽
受
験
資
格
＝

【
一
般
】
26
歳
未
満
で
大
卒
（
見

込
含
む
）
の
方
※
修
士
課
程
修
了

者
等
（
見
込
含
む
）
は
28
歳
未
満

【
歯
科
】
30
歳
未
満
で
専
門
大
卒

（
見
込
含
む
）
の
方

【
薬
剤
】
28
歳
未
満
で
専
門
大
卒

（
見
込
含
む
）
の
方

▽
応
募
期
限
＝
5
月
6
日
㈮

臨
時
的
任
用
教
職
員
の
登
録
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※費用の記載がない場合は無料
※申込み方法のないものは直接会場へ

　
海
外
の
大
学
・
大
学
院
で
日
本

語
を
勉
強
す
る
学
生
約
60
人
が
函

館
を
訪
れ
ま
す
。
お
茶
の
間
で
国

際
交
流
が
で
き
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
平

日
は
通
学
す
る
た
め
、
共
働
き
の

家
庭
で
も
受
け
入
れ
で
き
ま
す
。

受
入
期
間

　
6
月
10
日
㈮
〜
8
月
6
日
㈯
　

お 

問
合
せ
　
北
海
道
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
☎
22
・
0
7
7
0

特
定
健
康
診
査

　
受
診
の
際
は
、
受
診
券
と
健
康

保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。
40

歳
・
45
歳
の
方
は
無
料
ク
ー
ポ
ン

も
合
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
は
28
年

度
脳
ド
ッ
ク
（
本
紙
4
月
号
で
募

集
予
定
）
の
応
募
要
件
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
応
募
予
定
の

方
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

象
　
函
館
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、
27
年
度
中
に
40
歳
に

な
る
方
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

※ 

　
受
診
日
当
日
に
国
保
の
資
格

が
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

個
別
健
診
　
市
が
指
定
す
る
医
療

機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

集
団
健
診
　
下
表
参
照

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

　
新
規
加
入
月
の
翌
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
　
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
☎
32
・
2
2
1
5

27
年
度
の
健
診
は
3
月
で
終
了
！

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う

対
象
　
35
歳
以
上
の
市
民

料
金
　
1
0
0
0
円

※
　
保
険
証
の
提
示
等
に
よ
り
料

金
が
無
料
に
な
る
場
合
あ
り
。

お
問
合
せ
　
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
☎
32
・
1
5
3
2

身
体
障
害
者
手
帳
の

認
定
基
準
等
が
変
わ
り
ま
す

　
肝
機
能
障
害
と
呼
吸
器
機
能
障

害
の
認
定
方
法
が
変
更
さ
れ
ま

す
。
現
在
の
症
状
が
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
る
か
判
断
す
る
に
は
、

詳
し
い
検
査
が
必
要
と
な
る
た
め

指
定
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
　
障
が
い
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
21
・
3
2
6
4

　
　
　
　
　
思
27
・
2
7
7
0

重
度
身
体
障
害
者
等
タ
ク
シ
ー

基
本
料
金
の
助
成

　
27
年
度
の
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
は

3
月
31
日
㈭
で
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
28
年
度
の
乗
車
券
は
、

申
請
さ
れ
た
方
に
、
3
月
末
に
送

付
し
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対 

象
者
　
▽
視
覚
障
が
い
1
〜
2

級
▽
下
肢
・
体
幹
障
が
い
1
〜

3
級
▽
内
部
障
が
い
1
級
▽
療

育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

お
問
合
せ
　
障
が
い
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
21
・
3
2
6
3

　
　
　
　
　
思
27
・
2
7
7
0

テーマ　胃がんの現況について
　　　　～予防から治療まで～
日時　 3月17日㈭　午後 2時
会場　市立函館病院　 2階講堂
講師　久留島　徹大（消化器外科主任医長）
お問合せ　市立函館病院　管理部庶務課
　　　　　☎43-2000（内線4206）

　石綿肺（じん肺）、中皮腫、肺がん、胸膜
肥厚班（プラーク）、胸水などの症状を引き
起こすアスベスト被害の無料相談会です。
日時　 3月27日㈰　午前10時～午後 1時　
会場　稜北クリニック（中道 2丁目51番 1号）
お問合せ　働くものの道南健康共同センター
　　　　　☎22-5677

　協力医療機関は、市のＨＰおよび総合保健
センターに備え置くチラシに掲
載しています。予防接種予診票
は、協力医療機関または母子保
健課（総合保健センター 1階）
で配付します。（母子健康手帳をご持参くだ
さい。）
対 象　接種開始日時点で生後 6カ月～ 7歳 6

カ月未満または満 9歳～満13歳未満のお子
さん

※ 　特例制度として平成19年 4月 1日以前に
生まれた方は20歳になるまで接種できます。

接種場所　協力医療機関（要予約）
接種費用　無料（対象年齢を越えると有料）
お問合せ　母子保健課　☎32-1533

　市内散策・お買い物などの際は、「市電が
終日乗り放題」の 1日乗車券が便利でお得で
す。環境に優しく安心安全な市電をご利用く
ださい。
販売価格　大人600円、子ども300円
お問合せ　交通部事業課　☎32-1730

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

胃
が
ん
集
団
検
診
《
予
約
制
》

会    場 月  日（曜日） 受 付 時 間 特定健診 胃がん

総合保健センター
（※祝日を除く）

毎週月曜日 13:00～15:00 ○
毎週水曜日 　8:30～10:30 ○ ○
毎週金曜日 　8:30～10:30 ○ ※
3月13日㈰ 　8:30～10:30 ○ ○
3月27日㈰ 　8:30～10:30 ○ ○

医師会健診検査センター
（湯川町3-38-41）

3月　3日㈭ 　8:30～10:30 ○ ○
3月　5日㈯ 　8:30～10:30 ○ ○
3月15日㈫ 17:30～19:00 ○
3月19日㈯ 　8:30～10:30 ○ ○

※3月4日㈮、11日㈮には胃がん検診も実施します。

日本脳炎が4月1日から
定期予防接種になります

アスベスト被害相談会

「市電専用1日乗車券」は
便利でお得！
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
で
住
民
税
課
税

世
帯
の
方
の
入
院
時
の
食
事
の
負

担
額
が
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
非
課
税
世
帯
の
方
、
課
税
世
帯

の
う
ち
難
病
患
者
・
小
児
慢
性
特

定
疾
病
患
者
の
方
は
現
行
の
金
額

で
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

▽
現
在
　
一
食
当
た
り
2
6
0
円

▽
変
更
後
　
同
3
6
0
円

お
問
合
せ
　
国
保
年
金
課

▽
国
保
☎
21
・
3
1
4
5

▽
後
期
高
齢
☎
21
・
3
1
8
4

28
年
度
固
定
資
産

　
　
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿	

縦
覧
場
所
・
期
間

■
税
務
室
（
市
役
所
2
階
）・

　
東
部
4
支
所

　
4
月
1
日
㈮
〜
5
月
2
日
㈪

　
午
前
8
時
45
分
〜
午
後
5
時
半

■
亀
田
・
湯
川
・
銭
亀
沢
支
所

　
4
月
1
日
㈮
〜
14
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

縦 

覧
で
き
る
方
　
28
年
度
函
館
市

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
納
税
者
ま
た
は
そ
の
関
係
者

持
参
す
る
も
の
　

▽ 

納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税
明
細

書
（
前
年
度
分
も
可
）

▽ 

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）

▽ 

納
税
者
が
個
人
で
申
請
者
が
本

人
以
外
の
場
合
は
納
税
者
の
委

任
状
（
同
居
親
族
・
納
税
管
理

人
の
場
合
、
委
任
状
は
不
要
）

▽ 

納
税
者
が
法
人
の
場
合
は
法
人

の
印
鑑
（
代
表
者
印
）
ま
た
は

法
人
の
委
任
状

納
税
義
務
者
本
人
の
課
税
台
帳	

　
縦
覧
期
間
中
は
、
同
じ
場
所
で

課
税
台
帳
（
自
己
所
有
物
件
の
評

価
額
等
）
の
閲
覧
が
可
能
。
持
参

す
る
も
の
は
縦
覧
に
準
じ
ま
す
。

※
　
税
務
室
・
東
部
4
支
所
で
は

期
間
後
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
　
税
務
室
資
産
税
担
当

　
　
　
　
　
☎
21
・
3
2
2
9

軽
自
動
車
税
申
告
書
の
提
出
を

　
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現

在
、
次
の
車
両
を
所
有
す
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両

を
譲
渡
・
廃
車
し
た
と
き
や
函
館

市
か
ら
転
出
し
た
と
き
は
、
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

原
動
機
付
自
転
車
（
排
気
量
125

　 

cc
以
下
）・
小
型
特
殊
自
動
車

は
、
税
務
室
市
民
税
担
当
（
☎

21
・
3
2
0
7
）・
各
支
所

▽ 

軽
自
動
車
（
二
輪
、
三
輪
を
含

む
）
は
、
全
国
軽
自
動
車
協
会

連
合
会
函
館
事
務
所
（
☎
0
5

　
0
・
3
8
1
6
・
1
7
6
4
）

▽ 

二
輪
小
型
自
動
車
（
排
気
量
250

　 

cc
超
）
は
、
函
館
地
区
自
家
用

　
自
動
車
協
会
（
☎
49
・
6
3
7

　 

8
）
※
運
輸
支
局
で
の
変
更
手

続
き
と
別
に
、
同
協
会
へ
申
告

書
の
提
出
が
必
要
。

軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除

　
商
品
で
あ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い

な
い
軽
自
動
車
等
は
、
一
定
要
件

を
満
た
し
古
物
商
許
可
証
（
写
）

を
添
付
の
う
え
、
4
月
1
日
㈮
〜

15
日
㈮
（
期
限
厳
守
）
に
申
請
す

る
と
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
　
税
務
室
市
民
税
担
当

　
　
　
　
　
☎
21
・
3
2
0
7

ご
み
・
し
尿
手
数
料
の
減
免
等

28
年
度
減
免
申
請
　
低
所
得
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
除
く
）
を
対
象

に
ご
み
・
し
尿
処
理
手
数
料
の
減

免
申
請
を
3
月
1
日
㈫
か
ら
環
境

総
務
課
（
☎
56
・
6
6
8
4
）
で

受
付
し
ま
す
。

28
年
度
除
外
申
請
　
し
尿
収
集
の

定
期
巡
回
収
集
世
帯
で
入
院
・
進

学
等
の
理
由
に
よ
り
1
カ
月
以
上

不
在
と
な
る
方
が
対
象
で
す
。

※ 

　
申
請
月
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す

が
、
額
が
確
定
済
の
月
分
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
の
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
申
請
手
続
き
は
年

度
ご
と
に
必
要
で
す
。

お
問
合
せ
　
清
掃
事
業
課

　
　
　
　
　
☎
51
・
3
0
2
9

　
30
年
4
月
1
日
か
ら
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
市
の
施
設
に
搬

入
で
き
な
く
な
る
産
業
廃
棄
物

は
、
民
間
処
理
施
設
で
適
正
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

七
五
郎
沢
廃
棄
物
最
終
処
分
場
・	

南
茅
部
廃
棄
物
最
終
処
分
場	

▽ 

現
在
　
燃
え
殻
、
ダ
ス
ト
類
、

鉱
さ
い
、
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

▽
30
年
4
月
1
日
以
降
　
受
け
入

れ
せ
ず

日
乃
出
清
掃
工
場	

▽ 

現
在
　
紙
く
ず
、
動
植
物
性
残

さ
、
繊
維
く
ず
、
ゴ
ム
く
ず

▽ 

30
年
4
月
1
日
以
降
　
紙
く
ず
、

動
植
物
性
残
さ

お
問
合
せ
　
環
境
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
56
・
6
6
9
4

選
挙
人
名
簿
新
規
登
録
者
縦
覧

　
3
月
1
日
現
在
で
、
新
た
に
選

挙
人
名
簿
（
20
歳
到
達
ま
た
は
転

入
届
出
後
3
カ
月
を
経
過
し
た

方
）・
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
方
を
記
載
し
た
書
面
を
縦

覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
3
月
3
日
㈭
〜
7
日
㈪

※ 

　
5
日
・
6
日
の
縦
覧
希
望
者

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所
・
お
問
合
せ  

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市

役
所
8
階
）
☎
21
・
3
5
9
4

入
院
時
の
食
事
の
負
担
額
を

28
年
4
月
か
ら
一
部
変
更

市
の
施
設
で
受
け
入
れ
す
る

産
業
廃
棄
物
の
種
類
を
変
更

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　
　
医
療
費
助
成
制
度

User004
HP

http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014012000406/
User004
HP

http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014012800945/
User004
HP

http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014012800945/
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※費用の記載がない場合は無料
※申込み方法のないものは直接会場へ

　

申
請
に
よ
り
、
母
子
・
父
子
家

庭
な
ど
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が

保
険
診
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対 

象　
▽
ひ
と
り
親
家
庭
や
両
親

の
い
な
い
家
庭
の
20
歳
未
満
の

子
と
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た

は
父
▽
母
ま
た
は
父
が
重
度
の

障
が
い
で
あ
る
児
童
と
そ
の
母

ま
た
は
父　

※
所
得
制
限
あ
り

お
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
1
8
1

　

お
子
さ
ん
連
れ
で
も
安
心
し
て

就
職
相
談
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
用
椅
子
・
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
な

ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

利 

用
時
間　
平
日
午
前
8
時
半
〜

午
後
5
時

※　

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

お
問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館

　
　
　
　
　

☎
88
・
1
3
1
8

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

ジ
ョ
ブ
サ
ロ
ン
函
館
の
ご
利
用
を

　

専
任
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
別

相
談
や
面
接
練
習
、
応
募
書
類
の

作
成
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

求
人
情
報
の
閲
覧
や
パ
ソ
コ
ン

も
利
用
で
き
る
ほ
か
、
定
期
的
に

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日 

時　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

6
時

場
所　
テ
ー
オ
ー
デ
パ
ー
ト
6
階

対 

象　
15
歳
以
上
（
学
生
含
む
）

の
就
職
活
動
中
の
方

※　

利
用
登
録
（
無
料
）
が
必
要

お
問
合
せ　
同
所

　
　
　
　
　

☎
31
・
6
0
6
0

防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送

　

市
で
は
、
津
波
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
西
桔
梗
町

か
ら
日
乃
出
町
に
か
け
て
屋
外
子

局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
付
き
マ
ス
ト
）

を
設
置
し
、
次
の
と
お
り
動
作
確

認
の
た
め
の
試
験
放
送
を
実
施
し

ま
す
。
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期 

間　
3
月
9
日
㈬
〜
11
日
㈮

時
間　
午
前
9
時
半
〜
午
後
4
時

お
問
合
せ　
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
6
4
8

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

　

地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
の

立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
事
前
に

森
林
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
届
出

が
必
要
で
す
。
無
届
け
で
の
伐
採

は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
森
林
や
届
出
方
法
な
ど
、

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　
農
林
整
備
課

　
　
　
　
　

☎
21
・
3
0
5
0

新
幹
線
開
業
に
伴
う
お
知
ら
せ

設
備
切
替
に
伴
う
列
車
運
休 

　

3
月
22
日
㈫
未
明
か
ら
25
日
㈮

に
か
け
、
点
検
作
業
の
た
め
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
を
走
行
す
る
す
べ
て

の
旅
客
列
車
を
運
休
し
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
駅
の
掲
示
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ　
Ｊ
Ｒ
北
海
道

　

☎
0
1
1
・
2
2
2
・
7
1
1
1

駅
周
辺
の
交
通
規
制 

　

3
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
は
、
新

幹
線
利
用
者
や
見
学
者
、
駅
前
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来
場

者
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
道
路
の
相

当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

新
幹
線
駅
（
新
函
館
北
斗
・
木
古

内
）
周
辺
で
交
通
規
制
を
実
施
し

ま
す
。

　

渋
滞
緩
和
の
た
め
、
公
共
交
通

機
関
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

国保・後期高齢者医療保険料

３月の夜間納付相談窓口
　保険料の滞納が続くと、財産差押となる場
合があります。
　次の日程で夜間納付相談を行いますので、
日中の来庁が困難な場合はご利用ください。
日時　10日㈭・24日㈭　午後 5時半～ 8時
お問合せ　国保年金課　☎21-3153

　市・道民税、固定資産税・都市計画税、軽
自動車税の納期が過ぎましたが、納め忘れは
ありませんか。納税通知書をもう一度ご確認
ください。
納税相談　税務室納税担当　☎21-3246

便利な口座振替・
　納税通知書、預金通帳、届出印をお持ちの
うえ、口座をお持ちの金融機関または市役所・
各支所の窓口へお申込みください。

保険料の納期限
3 31木/ ●国民健康保険料（第10期）

●後期高齢者医療保険料（第9期）
●介護保険料（第12期）

保険料は今月が最終納期です

2/27土 28日 29月 3/1火
場外発売（静岡競輪場）

静岡記念競輪GⅢ

19土 20日 21  22火
場外発売（玉野競輪場）

玉野記念競輪ＧⅢ

５土　６日　７月

場外発売（岸和田競輪場）

岸和田競輪ＦⅠ・ガールズ

８火 ９水 10木
11金 12土 13日

場外発売（名古屋競輪場）

日本選手権競輪ＧⅠ

26土 27日 28月 29火
場外発売（松山競輪場）

松山記念競輪GⅢ

お 知 ら せ
３月は「家族の記念写真撮影会」開催！
詳しくは函館けいりんＨＰへ

　お問合せ　競輪事業部　☎51‒3121

　HP http://keirin.hakodate.jp

３月

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　
　
医
療
費
助
成
制
度

税の納め忘れは
ありませんか？

家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
サ
ポ
ー
ト

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館

　
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」

便利な口座振替・自動払込みをご利用ください

User004
HP

http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014011701052/
User004
HP

http://keirin.hakodate.jp/
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南恵 椴 茅部支所法華支所山支所

　戸井支所
管内で運行
している通
学バス 2台
のうち 1台
を更新し、
1月25日に
日新小学校
において新

しい通学バスのお迎え式を行いました。
　式では、子どもたちの代表からの「新しいバスになってう
れしいです。」、「安全運転で僕たちを連れてきてください。」
との歓迎の挨拶ののち、全校生徒から元気な声で「よろしく
お願いします。」との言葉が贈られました。
　その後、バスは下校時間となった 1年生を乗せて出発。バ
スの中では乗車した 1年生が笑顔で手を振り、上級生や先生
たちも手を振って見送っていました。

新通学バス、お迎え式
１日㈫　巡回健康相談

 ［９:00］恵コミュニティセンター

３日㈭　子育てサロン「おやつ作り」

 ［10:00］南南かやべ子育てサロン

４日㈮　椴高齢者ふれあいいきいき学級「軽運動」

 ［10:00］椴法華総合センター

７日㈪　巡回健康相談　［９:00］戸生涯学習センター

８日㈫　南尾札部保育園卒園式［９:30］同保育園

９日㈬　戸戸井地区ふれあい学園

 ［９:30］生涯学習センター

〃  南臼尻保育園卒園式［９:30］同保育園

10日㈭　子育てサロン「お別れ会」

 ［10:00］南南かやべ子育てサロン

15日㈫　各中学校卒業式

 ［９:30］戸潮光中

 ［10:00］戸日新中恵恵山中椴椴法華中

 南尾札部中南臼尻中

16日㈬　巡回健康相談　［13:30］南総合センター

17日㈭　戸戸井幼稚園卒園式［９:30］同幼稚園

〃  恵つつじ保育園卒園式［９:30］同保育園

18日㈮　各小学校卒業式

 ［９:30］南磨光小

 ［10:00］戸戸井西小戸日新小

 恵えさん小椴椴法華小

 南臼尻小南大船小

23日㈬　子育てサロン「お別れ会」

 ［９:30］恵コミュニティセンター

24日㈭　巡回健康相談　［９:00］椴総合センター

　　※　日程・会場は変更となる場合があります。

　 2月16日、安浦会館で、
生活習慣病予防教室を開催
しました。
　「乳（New）和食で減塩食
生活」をテーマに管理栄養
士の講話を聞いた後、健康
運動実践指導者と一緒に

「いきいき元気アップ体操」で体を動かし、健康についての
理解を深めていました。
　東部保健事務所（☎86-3033）では、生活習慣病について、
個別の相談もお受けしますので、ぜひご利用ください。

生活習慣病予防教室を開催しました
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　 1月17日、縄文文化交流センターにおいて縄文体験定期講
座「冬の縄文染め」を開催し19人が参加しました。
　参加者は、センターの周辺で採取したスギの葉を煮出して
作った染液に、滑石や輪ゴムなどを使って思い思いの模様づ
けをした布を漬けこみ、色ムラがでないように手でよく動か
しながら染色しました。
　縄文時代から受け継がれた豊かな自然の色に染め上がった
ハンカチを手にした参加者は、その出来栄えに皆うれしそう
な表情を浮かべていました。

季節の植物で草木染め
～２７年度縄文体験定期講座～

　 4 支所管内の情報をお知らせします。

戸井支所

4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。4 支所管内の情報をお知らせします。　 4 支所管内の情報をお知らせします。

　元気にいきいきとし
た生活を長く続けるこ
とができるようにと運
動や介護予防に関する
講話を行う「わくわ
く！脳力アップ教室」
を 3月16日までの毎週

水曜日に椴法華総合センターで開催しています。
　初回の教室では、参加者の体力測定を行い、その判定結果
をもとに各自で脚力向上などの目標を決めました。次に、講
師から脳機能を活性化させる運動として、いすに腰かけて簡
単にできるストレッチなどが紹介され、参加者は講師の指導
のもと正しい体の動かし方を確認していました。

　 2月14日、第26回恵
山ごっこまつりが、道
の駅なとわ・えさんで
開催されました。
　季節外れの雨に見舞
われたものの、イベン
ト開始直前には、ごっ

こ汁やごっこの生干し焼きを求め、長蛇の列ができていまし
た。地元漁協などによる鮮魚販売ブースも賑わいをみせ、新
鮮なカキやホタテを会場内で焼いて食べている姿も見受けら
れました。
　荒天のため、予定より 1時間繰り上げて終了となりました
が、市内外から訪れた約800人が旬の味覚を堪能していました。

「わくわく！脳力アップ教室」を開催しています 雨ニモ負ケズ･･･大盛況！

[10:10]南臼尻会館
[11:00]南南茅部支所
[11:40]南尾札部会館
[13:40]椴総合センター
[14:20]椴新八幡町会館

12日㈯

椴法華・

南茅部地域

回り

[ 9 :45]戸青少年会館
[10:50]戸生涯学習センター
[13:00]恵えさん小学校
[14:00]恵恵山支所

26日㈯

戸井・

恵山地域

回り

４
月
か
ら

ご
み
処
理
施
設
の

受
入
日
時
を
変
更

施設名 受入日時 受入できるごみ

恵山クリーンセンター
月・水・金・第 2日曜日
※第 2日曜日の翌日月曜日は休み 午前10時～

午後 3時　

燃やせないごみ、
粗大ごみ

南茅部クリーンセンター
火・木・土・第 3日曜日
※第 3日曜日の前日土曜日は休み

燃やせないごみ、
粗大ごみ、産業廃棄物

お問合せ　恵山クリーンセンター　☎85-2213

～第26回恵山ごっこまつり～



豊かな海が未来を拓く、知の集積と新たな産業の創出～函館国際水産・海洋都市構想～

　市内の大学生が地域課題解決のための事業計画
を立案する講座「まちづくりに挑む！」が開催さ
れました。 2月 8日は 6つのグループに分かれて
企業を訪問し、各グループは事業企画書の作成に
向け真剣に取り組んでいました。

　 2月14日、第37回ミスはこだてコンテストが開
催され、出場者 7人の中から、稲村舞さん（左）
と土井みずきさん（右）が選ばれました。
　 2人は 4月から 1年間、函館の魅力を発信する
ため全国各地でＰＲ活動を行います。

　 2月 1日、函館アリーナでキックボクシングな
どの動作を取り入れたボディコンバットがインス
トラクターの指導のもと行われました。アリーナ
ではこの他にもさまざまなフィットネスプログラ
ムを開講しています。ぜひご利用ください。

　 2月11日、ロシア極東大学函館校で「はこだて
ロシアまつり」が開催されました。わら人形を燃
やして春の到来を喜ぶ伝統行事「マースレニッ
ツァ」が披露されたほか、ロシアの郷土料理や民
族衣装の試着など、来場者を楽しませていました。

楽しみながらエクササイズ ロシアの伝統で春を迎え入れる

学生発想のプロジェクト 函館の観光や物産をＰＲします
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北海道新幹線
開業ま

で

から2015/7/1

2 7 4
開業予定日を
2016年3月31日として
カウントしています。

人口と世帯

世帯数

　　　　　　世帯（　　減）

人口

  総数　　　　人（　　減）

  男性　　　　人（　　減）

  女性　　　　人（　　減）

平成28年 1 月末現在

　（　 ）内は前月比

143 585

268 291

122 196

146 095

326

161

217

109

■◆発行／函館市　■◆編集／企画部広報広聴課 （〒040-8666　函館市東雲町４番13号　 0138-21-3631）

■◆函館市代表電話　0138-21-3111　■◆函館市ホームページ （http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/）
4月号は、3月31日㈭までに配布します。

いよいよ3月26日に開業を迎えます。

　3月26日に待望の北海道新幹線が開業します。開業は、交流人口の拡大に向

けた絶好の機会であることから、青函圏をはじめ、ニセコ地域など北海道内の

他地域との広域的な連携を強めながら、首都圏はもとより、北関東や東北地方、

さらには全国に函館の魅力を発信するとともに、北海道の玄関口として多くの新

幹線利用者をお迎えするため、イベントの開催や受け入れのための準備をして、

函館が全国で最も注目される開業日を皆さんと一緒に迎えたいと思います。

（新幹線対策室）

13

北海道新幹線
開業ま

で

から2016/ 3 / 1

2 5
2016年3月26日
いよいよ
開業！
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kouhou
スタンプ

kouhou
スタンプ

kouhou
スタンプ

kouhou
スタンプ
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